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準拠基準

　北秋田市監査基準

監査の種類

　地方自治法第199条第７項の規定に基づく財政支援団体等に対する監査

（１）補助金

　北秋田市が令和４年度に補助金、交付金、負担金、貸付金、損失補償、利子補給その他

の財政的援助（以下「補助金等」という。）を与えているもののうち、次に掲げるものに

ついて、所管課等及び補助団体を対象に実施した。

（２）公の施設の指定管理

　法第244条の２第３項の規定により公の施設の管理を行わせているもののうち、次に

掲げるものについて、所管課等及び指定管理者を対象に実施した。

（３）出資金

　北秋田市が資本金、基本金その他これらに準ずるものの４分の１以上を出資している

法人のうち、次に掲げるものについて、所管課等及び法人を対象に実施した。

令和５年度 財政援助団体等監査結果報告

教育委員会事務局
学校教育課

出資団体 出資等の形態 出資等の額 所管課

マタギの里観光開発株式会社 有価証券（株券） 66,000,000円　 商工観光課

所管課

北秋田市農林水産物直売・
食材供給施設

マタギの里観光開発株式会社 2,036,000円　 商工観光課

阿仁中学校
閉校記念事業補助金

阿仁中学校
閉校記念事業実行委員会

1,500,000円　

施設名 指定管理者名 指定管理料

阿仁合小学校
閉校記念事業補助金

阿仁合小学校
閉校記念事業実行委員会

1,500,000円　

大阿仁小学校
閉校記念事業補助金

大阿仁小学校
閉校記念事業実行委員会

1,500,000円　

補助金の名称 財政援助団体名 交付額 所管課

成年後見支援センター
設置準備事業補助金

社会福祉法人
北秋田市社会福祉協議会

2,000,000円　 高齢福祉課

１．

２．

３． 監査の対象
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監査の期間

　令和５年10月27日～令和５年12月18日

監査の方法及び着眼点

　あらかじめ所管課等から関係事項に関する調書及び資料等の提出を求め、関係書類、会

計経理帳票、証拠書類等の確認、照合、調査を行うとともに担当職員から説明聴取を行っ

たほか、補助団体並びに指定管理者及び出資団体からは、決算報告に関連した資料の写し

や入金に関する書類、業務報告、事業運営に関連する財務書類、定款、役員名簿の写しな

どの提供を受け、関連する会計処理や事務処理、施設の管理運営状況に関する説明を求め

実施した。

補助金等に関する当該交付要綱等が整備されているか。

交付目的及び対象事業内容が明確で、かつ、公益上の必要性は十分か。

補助金等の額の算定、交付方法、時期、手続き等が適正に行われているか。

補助事業等の実績報告が適切に行われ、交付条件に適合しているか。

補助金等の交付により、事業が効果的に運用され成果が見られるか。

指定管理者の選定手続きが適正に行われているか。

仕様書に基づき基本協定の締結が行われ、協定内容が適切に執行されているか。

管理経費及び指定管理料の算定、支出方法、手続き等が適正に行われているか。

管理に関する協議、報告等が定時に行われ、適切な対応、処置が行われているか。

指定管理料等に係る会計処理が適正に行われているか。

事業計画の精査と実績の検証・分析評価を確実に実施し、管理の適正化や市民サー

ビスの維持向上に努めているか。

関係事務が法令等に基づき適切に処理されているか。

決算時等の指摘事項等が改善されているか。

出資者としての権利行使は適切に行われているか。

出資団体の経営成績及び財政状態を十分把握し、適切な指導監督を行っているか。

有価証券の保管は良好か。

定款並びに経理規程等諸規程は整備されているか。また、それら諸規程に基づいた

事務が執行されているか。

出資が有効に生かされ、市民の福祉の増進につながっているか。受益者負担は適切

か。

経営成績及び財政状態は良好か。

資金の運用は適切か。また、経費節減は図られているか。

経済性・効率性・透明性の観点から適切な契約事務が行われているか。（８）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（７）

（８）

【出資金】

（１）

（２）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（３）

（４）

（５）

【公の施設の指定管理】

（１）

４．

５．

【補助金】

（１）

（２）
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監査の結果

補助金交付について

① 令和４年度成年後見支援センター設置準備事業補助金（高齢福祉課）

② 令和４年度小中学校閉校記念事業補助金（教育委員会学校教育課）

（阿仁合小学校、大阿仁小学校、阿仁中学校）

監査の結果、対象事務全般については、概ね適正に処理されていると認められたが、

以下において事務の徹底や効率性、有効性、明確性の観点から検討、改善が望ましいと

思われたので、今後必要な措置を講じられたい。

なお、個々の所見はそれぞれに記載のとおりであるが、監査の過程で確認された軽微

な事項については、その都度、関係職員や関係者等に対して改善・検討を要請したので

記述を省略する。

また、本報告に記述した内容は、今回監査対象となった課所のみならず全庁の課題と

して対処することを望むものである。

補助金交付にあたっての事務手続きや補助金額の算定などは適正に処理されてい

たが、補助金確定（補助金確定通知書：令和５年３月31日北秋高齢030198）後に、

補助事業者から「報告した事業費に本来参入すべきでない経費が参入されてい

た。」として収支精算書の修正報告（令和５年11月１日付）が提出されている。

本件は、補助事業等実績報告書を受理する段階で、北秋田市補助金等交付要綱

（平成17年告示第22号。以下「交付要綱」という。）第11条に定める「実績につい

ての検査」を具体的、かつ詳細に行っていれば発見できたものと推察されることか

ら、今一度事務の徹底を図っていただきたい。

　なお、修正された収支精算書により補助金を再算定してもその額に変動はない。

本補助金は、それぞれの小中学校に組織された閉校記念事業実行委員会に交付さ

れたもので、交付にあたっての事務手続きや補助金額の算定などは適正に処理され

ていた。しかし、補助金等交付申請書に添付する事業実施計画書及び補助事業等実

績報告書に添付する事業実施報告書について、その様式を示しているにも関わら

ず、記入の仕方が理解されていないため記入が統一化されていない。

本件は、様式を示す段階での説明（指示）や交付要綱第４条に規定する「書類の

審査」の段階で発見できる事例であることから、今一度事務の徹底を図っていただ

きたい。

また、各実行委員会の規約に会長ほか役員を規定しているが、その中に監査を担

当する役員（以下「監事」という。）が定められていない。監事は会長から独立し

た機関としての会の出納経理等のチェック機能となることから、今後、同様の委員

会や各種団体等には監事を選任するよう指導を図っていただきたい。

６．

（１）
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指定管理業務について

① 令和４年度農林水産物直売・食材供給施設指定管理業務（商工観光課）

出資団体について

① マタギの里観光開発株式会社（商工観光課）

同社は、温泉宿泊施設をはじめとする施設の管理運営業務の受託及び食品や物品

の加工販売、イベント等の企画、立案、運営の事業等々を営むことを目的として平

成10年１月に設立されたもので、資本金8,000万円のうち市が6,600万円（出資割合

82.5％）出資している。

同社と市はこれまでも経営改善に向けた様々な取組等を行ってきたところである

が、その経営状況は厳しいまま経過しており、特に新型コロナウイルスの感染拡大

は、その厳しさに拍車をかけた結果となっている。

しかし、同社には観光資源を生かしながら地域の活性化に寄与するという役割も

あることから、事業個々の点検・評価等を更に推し進めながら好転策を探るととも

に、それらに基づく市の関与などについて充分検討されたい。

なお、一般的には行政（市）が出資する団体等といえども法人格を持った独立し

た団体であることから、その経営は自主性や自立性を基に当該団体の主体的責任に

おいてなされるものであると解されている。

（２）

（３）

当該施設は、農林水産物の直売及び食材の供給並びに観光情報の提供を図ること

で市の産業振興及び福祉の向上に資することを目的とした施設で、現在、令和４年

度から令和５年度までの２か年を指定管理期間として指定管理者に管理・運営され

ているが、同施設の利用料（使用料）徴収の根拠とされる条項は、平成28年３月の

市議会定例会において議決された北秋田市農林水産物直売・食材供給施設条例の一

部を改正する条例（平成28年３月23日条例第17号。以下「改正条例」という。）に

より削除され、同年４月１日から施行されている。

しかし、令和４年４月１日から業務開始する同施設の業務仕様書（令和３年８

月）には利用料が明記され、かつ「指定管理者は市の定める条例の額の範囲内で」

利用料を設定することができると記載されており、また、指定管理者は現に直売部

門利用料として売上げの15％を徴収しているが、市の条例に基づく徴収との認識を

示している。

本件は、改正条例を熟知し、業務仕様書を改訂するとともに地方自治法第244条の

２第10項に定める「指定管理者に対する必要な指示」によって解消できる事例であ

ると推察されることから、今一度事務の徹底を図るとともに、指定管理者との連携

を密にして施設の管理・運営に当たっていただきたい。

なお、現に指定管理者が徴収している直売部門の利用料は、指定管理者の自主事

業による徴収との認識が示されている。
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【財政支援団体ごとの概要】

（１）補助金

②

④

⑥

⑧

1. 交付状況

（１）収入の部

）

支払状況
及び金額

事 業 実 績 事業完了年月日 令和5年3月31日

補 助 金 支 払 支払区分 1. 前 金 払 い 2. 確 定 後 払 い 3. そ の 他 （

変 更 交 付 決 定 変更決定年月日 変更決定額 ⑤

交 付 確 定 確定年月日 令和5年3月31日 交付確定額 ⑦ 2,000,000 円

算 定 基 準 定額　200万円

交 付 申 請 申請年月日 令和4年10月3日 申  請  額 ① 2,000,000 円

交 付 決 定 決定年月日 令和4年10月3日 決  定  額 ③ 2,000,000 円
交付率（④/③） 100.0%

）

交 付 額 2,000,000 円

補助団体等の名称 社会福祉法人　北秋田市社会福祉協議会

交 付 の 根 拠 北秋田市成年後見支援センター設置準備事業補助金交付要領

交 付 の 目 的
　北秋田市成年後見支援センター事業実施要綱（令和４年告示第160号）第３条に基づき市が実
施する成年後見支援センター事業において、中核機関となる北秋田市成年後見支援センターの
設置準備にかかる事業を行う者に対して、予算の範囲内で補助金を交付する。

補 助 金 の 名 称 令和４年度　成年後見支援センター設置準備事業補助金

事 業 区 分 1. 市 単 独 事 業 2. 国 庫 補 助 事 業 3. 県 単 補 助 事 業 4. そ の 他 （

計 3,172,000 3,334,943 100.0%

　雑収入 0 0 0.0%

　法人運営事業繰入収入 0 162,943 4.9% 法人運営事業より人件費繰入

　共同募金配分金収入 118,000 118,000 3.5% 赤い羽根共同募金助成金

その他の収入

補助金収入

　市区町村補助金収入 2,000,000 2,000,000 60.0% 北秋田市補助金

会費収入

　会費・寄付金収入 1,054,000 1,054,000 31.6% 社協会費収入充当

（単位：円）

科　　　　目 予算額 決算額 構成比 備　　　　考

（△は返納額） 合計 2,000,000 円

1回目 2,000,000 令和5年5月2日

助成確定額 2,000,000 円
交付率（⑧/⑦） 100.0%

助成申請額 2,000,000 円
交付率（②/①） 100.0%
助成決定額 2,000,000 円

助成決定額

交付率（⑥/⑤）
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（２）支出の部

（３）収支差引

職員①（センター長）0.5×6か月
職員②（後見専門員）0.5×6か月
職員③（後見専門員兼日自専門員）0.5×6か月
合計1.5人

事 業 の 成 果

　成年後見利用促進のための地域連携ネットワーク構築に向け関係機関との連携を深めるとと
もに、研修会の開催により権利擁護支援への意識を高めることができた。また、市民への周知
としてセンターへの看板設置やチラシの作成を行った。これらの設置準備を進めたことにより
令和５年４月１日に北秋田市成年後見支援センターが設置された。

監 査 結 果 ・「成年後見制度の利用の促進に関する法律（平成28年法律第29号）」第14条第1項の規定に基
づく事業に対する補助金であり、補助金の交付目的及び補助対象事業の内容は明確かつ公益上
の必要性も認められた。

・補助金交付要領は、対象経費及び補助率並びに時限法部分についても明記されており、適正
に整備されていると認められた。

・審査中、団体からの申出による収支精算書の修正報告を受理。修正理由は、補助対象期間の
認識不足に伴う計上誤りとのことであった。実績報告を受けた時点で、所管課において領収書
等証拠書類との突合や履行状況に関する実態確認が十分されておらず、また、交付団体も同様
であったことから、事務の徹底を図る必要がある。

差引額 0

　租税公課 1,000 0 0.0%

計 3,172,000 3,334,943 100.0%

　保険料 10,000 0 0.0%

　賃借料 131,000 132,840 4.0% 相談支援記録システムリース料、コムコム使用料

　会議費 5,000 2,703 0.1% 研修会茶菓子代

　手数料 0 110 0.0% 振込手数料

　印刷製本費 160,000 45,900 1.4% 成年後見セミナーチラシ印刷代

　通信運搬費 5,000 0 0.0%

　旅費交通費 105,000 27,200 0.8% 準備委員会・運営委員会交通費

　研修研究費 16,000 0 0.0%

　諸謝金 20,000 54,040 1.6% 研修会講師料、運営委員会謝金（弁護士、司法書士）

事務費

事業費

　消耗器具備品費 50,000 34,025 1.0% ガラスシール看板、ファイル　他

　職員賞与 0 0 0.0%

　法定福利費 204,000 264,325 7.9%

　退職共済掛金 0 0 0.0%

人件費

　職員給与 2,465,000 2,773,800 83.2%

科　　　　目 予算額 決算額 構成比 備　　　　考
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②

④

⑥

⑧

1. 交付状況

（１）収入の部

（２）支出の部

（３）収支差引

3. そ の 他 （ ）

支払状況
及び金額

事 業 実 績 事業完了年月日 令和5年3月23日

差引額 0

0.2%

交 付 確 定 確定年月日 令和5年3月24日 交付確定額 ⑦ 1,500,000 円

補 助 金 支 払 支払区分 1. 前 金 払 い 2. 確 定 後 払 い

交 付 決 定 決定年月日 令和4年4月1日 決  定  額 ③ 1,500,000 円

変 更 交 付 決 定 変更決定年月日 変更決定額 ⑤

）

交 付 額 1,500,000 円

補助団体等の名称 阿仁合小学校閉校記念事業実行委員会

交 付 の 根 拠 北秋田市立学校周年記念事業等補助金交付要領

交 付 の 目 的
　北秋田市立学校の周年記念事業を実施することで、児童生徒及び地域住民が、創立の理念に
思いを馳せ、愛校精神及びふるさと愛を醸成することを目的とする。

補 助 金 の 名 称 令和４年度　阿仁合小学校閉校記念事業補助金

事 業 区 分 1. 市 単 独 事 業 2. 国 庫 補 助 事 業 3. 県 単 補 助 事 業 4. そ の 他 （

算 定 基 準 交付割合10/10

交 付 申 請 申請年月日 令和4年4月1日 申  請  額

計 1,800,000 1,638,498 100.0%

事業費 800,000 510,000 31.1% 花火代
雑費 22,000 1,650 0.1% 振込手数料

車両借上料 0 3,533

式典経費

車両借上料（燃料費）
記念誌 800,000 935,000 57.1% 1000部

　閉校記念式典 10,000 40,900 2.5% 黒板アート謝礼、次第印刷、諸経費
　式典会場費 30,000 30,000 1.8% 会場スタンド花等

　広告料 80,000 11,000 0.7% 新聞広告料
　郵券料 28,000 45,100 2.8% 案内、礼状、記念誌等郵送料

総務費
　事務費 30,000 61,315 3.7% 諸用紙、印刷消耗品等

計 1,800,000 1,638,498 100.0%

科　　　　目 予算額 決算額 構成比 備　　　　考

教育後援会積立金 300,000 138,492 8.5% 教育後援会会計より、残金は返納
雑収入 0 6 0.0%

科　　　　目 予算額 決算額 構成比 備　　　　考
北秋田市補助金 1,500,000 1,500,000 91.5%

（単位：円）

（△は返納額） 合計 1,500,000 円

変更助成決定額

交付率（⑥/⑤）

助成確定額 1,500,000 円
交付率（⑧/⑦） 100.0%

1回目 1,500,000 円 令和4年8月18日

助成申請額 1,500,000 円
交付率（②/①） 100.0%
助成決定額 1,500,000 円

① 1,500,000 円

交付率（④/③） 100.0%
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監 査 結 果 ・阿仁合小学校は、昭和53年に旧阿仁合小、同校萱草分校、荒瀬小、伏影小、三枚小の４つの
小学校と１分校が統合し開校。その後平成10年に根子小学校と統合。
　同じく令和４年度末で閉校する大阿仁小、阿仁中と統合し「北秋田市立義務教育学校阿仁学
園」の開校（令和５年４月）が決定。

・令和４年12月18日、地域住民や卒業生、保護者などが参加し閉校記念式が行われ、補助金の
交付目的は達成された。

・交付額の設定根拠は、過去の例によるものである。

・北秋田市補助金交付要綱に基づき手続きはされているものの、申請等に伴う関係諸帳簿の記
載に不備が認められた。なお、周年記念事業補助金交付要領には補助率等が明記されておら
ず、適正な整備が図られるべきである。また、申請書類には受領印がないなど、交付団体・所
管課ともに適正かつ適切な事務処理が求められる。

事 業 の 成 果
　閉校記念事業を開催することで、児童や地域住民が閉校する学校への想いを馳せ、新たに開
校する学校への円滑な統合が図られた。
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②

④

⑥

⑧

1. 交付状況

（１）収入の部

（２）支出の部

（３）収支差引

3. そ の 他 （ ）

支払状況
及び金額

事 業 実 績 事業完了年月日 令和5年3月31日

差引額 0

4.7%

交 付 確 定 確定年月日 令和5年3月31日 交付確定額 ⑦ 1,500,000 円

補 助 金 支 払 支払区分 1. 前 金 払 い 2. 確 定 後 払 い

交 付 決 定 決定年月日 令和4年4月1日 決  定  額 ③ 1,500,000 円

変 更 交 付 決 定 変更決定年月日 変更決定額 ⑤

）

交 付 額 1,500,000 円

補助団体等の名称 大阿仁小学校閉校記念事業実行委員会

交 付 の 根 拠 北秋田市立学校周年記念事業等補助金交付要領

交 付 の 目 的
　北秋田市立学校の周年記念事業を実施することで、児童生徒及び地域住民が、創立の理念に
思いを馳せ、愛校精神及びふるさと愛を醸成することを目的とする。

補 助 金 の 名 称 令和４年度　大阿仁小学校閉校記念事業補助金

事 業 区 分 1. 市 単 独 事 業 2. 国 庫 補 助 事 業 3. 県 単 補 助 事 業 4. そ の 他 （

算 定 基 準 交付割合10/10

交 付 申 請 申請年月日 令和4年4月1日 申  請  額

計 1,500,000 1,500,004 100.0%

　記念品 300,000 350,840 23.4% 黒モジ茶、クリアファイル、時計、タオル、DVD

　雑費 40,000 1,552 0.1% 廃棄物運搬車両ガソリン代

　閉校記念式典 250,000 71,111

　事務費 110,000 46,239 3.1% 諸用紙、印刷消耗品等

ピアノ伴奏謝礼、花代、タイムカプセル諸経費

　記念誌 660,000 946,000 63.1% 記念誌発行600部

　広告料 60,000 22,110 1.5% 新聞広告料
　郵券代 80,000 62,152 4.1% 案内、礼状等郵送料

計 1,500,000 1,500,004 100.0%

科　　　　目 予算額 決算額 構成比 備　　　　考

地区協賛金 0 0 0.0%
雑収入 0 4 0.0% 預金利息

科　　　　目 予算額 決算額 構成比 備　　　　考
北秋田市補助金 1,500,000 1,500,000 100.0%

（単位：円）

（△は返納額） 合計 1,500,000 円

変更助成決定額

交付率（⑥/⑤）

助成確定額 1,500,000 円
交付率（⑧/⑦） 100.0%

1回目 1,500,000 円 令和4年8月18日

助成申請額 1,500,000 円
交付率（②/①） 100.0%
助成決定額 1,500,000 円

① 1,500,000 円

交付率（④/③） 100.0%
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監 査 結 果 ・大阿仁小学校は、平成７年に旧大阿仁小と中村小が統合し開校。
　同じく令和４年度末で閉校する阿仁合小、阿仁中と統合し「北秋田市立義務教育学校阿仁学
園」の開校（令和５年４月）が決定。

・同校で令和５年３月20日、地域住民や卒業生、保護者などが参加し閉校式が行われ、補助金
の交付目的は達成された。

・交付額の設定根拠は、過去の例によるものである。

・北秋田市補助金交付要綱に基づき手続きはされているものの、申請等に伴う関係諸帳簿の記
載に不備が認められた。なお、周年記念事業補助金交付要領には補助率等が明記されておら
ず、適正な整備が図られるべきである。また、申請書類には受領印がないなど、交付団体・所
管課ともに適正かつ適切な事務処理が求められる。

事 業 の 成 果
　閉校記念事業を開催することで、児童や地域住民が閉校する学校への想いを馳せ、新たに開
校する学校への円滑な統合が図られた。
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②

④

⑥

⑧

1. 交付状況

（１）収入の部

（２）支出の部

（３）収支差引

）

支払状況
及び金額

事 業 実 績 事業完了年月日 令和5年3月31日

補 助 金 支 払 支払区分 1. 前 金 払 い 2. 確 定 後 払 い 3. そ の 他 （

差引額 0

変 更 交 付 決 定 変更決定年月日 変更決定額 ⑤

交 付 確 定 確定年月日 令和5年3月31日 交付確定額 ⑦ 1,500,000 円

算 定 基 準 交付割合10/10

交 付 申 請 申請年月日 令和4年4月1日 申  請  額 ① 1,500,000 円

交 付 決 定 決定年月日 令和4年4月1日 決  定  額 ③ 1,500,000 円
交付率（④/③） 100.0%

）

交 付 額 1,500,000 円

補助団体等の名称 阿仁中学校閉校記念事業実行委員会

交 付 の 根 拠 北秋田市立学校周年記念事業等補助金交付要領

交 付 の 目 的
　北秋田市立学校の周年記念事業を実施することで、児童生徒及び地域住民が、創立の理念に
思いを馳せ、愛校精神及びふるさと愛を醸成することを目的とする。

補 助 金 の 名 称 令和４年度　阿仁中学校閉校記念事業補助金

事 業 区 分 1. 市 単 独 事 業 2. 国 庫 補 助 事 業 3. 県 単 補 助 事 業 4. そ の 他 （

予備費 0 29,267 1.7% 旅費、配送料、振込手数料
計 1,500,000 1,718,420 100.0%

記念誌 1,000,000 1,150,000 66.9% 800部
記念品（額入りイラスト等） 200,000 236,130 13.7% 22個

　閉校記念式典 100,000 37,256 2.2% 諸経費
　式典会場費 50,000 6,600 0.4% 会場スタンド花等

　広告代 0 11,000 0.6% 新聞広告料
式典経費

　事務費 100,000 189,236 11.0% 諸用紙、印刷消耗品等
　郵券代 50,000 58,931 3.4% 案内、礼状等郵送料

科　　　　目 予算額 決算額 構成比 備　　　　考
総務費

雑収入 0 168,420 9.8% 預金利息、同窓会費会計より
計 1,500,000 1,718,420 100.0%

北秋田市補助金 1,500,000 1,500,000 87.3%
地区協賛金 0 50,000 2.9% 阿仁中学校第9期卒業生より

（単位：円）

科　　　　目 予算額 決算額 構成比 備　　　　考

（△は返納額） 合計 1,500,000 円

1回目 1,500,000 円 令和4年8月18日

助成確定額 1,500,000 円
交付率（⑧/⑦） 100.0%

助成申請額 1,500,000 円
交付率（②/①） 100.0%
助成決定額 1,500,000 円

変更助成決定額

交付率（⑥/⑤）
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事 業 の 成 果
　閉校記念事業を開催することで、児童や地域住民が閉校する学校への想いを馳せ、新たに開
校する学校への円滑な統合が図られた。

監 査 結 果 ・阿仁中学校は、平成３年に阿仁第一中と阿仁第二中が統合し開校。
　同じく令和４年度末で閉校する阿仁合小、大阿仁小と統合し「北秋田市立義務教育学校阿仁
学園」の開校（令和５年４月）が決定。

・令和５年３月20日、地域住民や卒業生、保護者などが参加し閉校式が行われ、補助金の交付
目的は達成された。

・交付額の設定根拠は、過去の例によるものである。

・北秋田市補助金交付要綱に基づき手続きはされているものの、申請等に伴う関係諸帳簿の記
載に不備が認められた。なお、周年記念事業補助金交付要領には補助率等が明記されておら
ず、適正な整備が図られるべきである。また、申請書類には受領印がないなど、交付団体・所
管課ともに適正かつ適切な事務処理が求められる。
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（２）公の施設の指定管理

　１．利用状況
①　利用者数 （単位：人）

②　年度推移 （単位：人）

利用者数 42,100 41,560 27,333 26,883 33,186

1,028 780 1,254 1,597 33,186

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

月計 3,060 4,191 2,878 3,098 2,853 3,540 5,827 3,080

計3月

指定管理者納付金 当該年度 0 円
指定管理期間

合計額
0 円

利 用 料 金 制
導 入 の 有 無

無

業 務 実 績
　　　　　月
区分

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

協 定 締 結 年 月 日 基本協定 令和4年2月28日 年度協定 令和4年4月1日

指 定 管 理 料 当該年度 2,036,000 円
指定管理期間

合計額
4,072,000 円

指 定 管 理 者 名　 称 マタギの里観光開発株式会社 所在地
北秋田市阿仁打当字仙北渡道上ミ67
番地

指
定
管
理
者
選
定

選 定 区 分 指　名

選 定 委 員 会 委員数 7 名 開催日数 1 日 決定年月日 令 和 3 年 10 月 21 日

議 決 年 月 日 令和3年12月17日

名　 称
北秋田市農林水産物直売・
食材供給施設

施設所在
地

北秋田市阿仁比立内字家ノ後8番地1

指 定 管 理 施 設
指定管
理期間

令 和 4 年 4 月 1 日 から 令和6年3月31日 まで （2年間）
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　２．収支決算状況 （単位：円）

①

②

　３．計画達成状況 （単位：人）

監 査 結 果

業
務
活
動
収
支

支
　
出

一
般
管
理
費

業
務
活
動
外
収
支

・施設における利用料徴収の根拠となる条項は、平成28年度の改正により削除されている
ものの、業務仕様書及び協定書等には「市条例に基づく徴収」と記載されている。
協定書等への必要事項の適正な記載について、確認不足が生じている。なお、自主事業で
ある場合には、適切な承認を行うべきである。

・指定管理者の指定に係る手続きに関しては、条例等に基づき概ね適正・公正に行われて
いると認められた。なお、指定管理料の設定は、過去３か年の平均である。

・施設の管理については、点検等は定められた時期に適切に行われ、また、改善すべき事
項があった場合には速やかな報告措置などの対応がとられ、概ね適切である。

区分 計画 （a) 実績 (b)
達成状況
(b) / (a)

利用者数 51,000 33,186 65.07%

支
出

収
入

売
上
原
価

収
入

予備費　　　　　　　　　　　H 0 0

家賃収入 0 559,091 16.3%

　　　　収支差引額　　　（Ｃ+F＋G－H） 3,170,000 △ 4,347,259

業務活動外収支差引　（D-E)　 　Ｆ 1,500,000 3,422,229

特別損益　　　　　　　　　　Ｇ 0 △ 8,753 現金過不足

合　　　計　　　　　　　　Ｅ 0 0 100.0%

雑収入 0 620,920 18.1%

合　　　計　　　　　　　　Ｄ 1,500,000 3,422,229 100.0%

受託料収入 1,500,000 1,850,904 54.1% 指定管理料

業務活動収支差引　（Ａ-Ｂ）　　　Ｃ 1,670,000 △ 7,760,735

受取手数料 0 391,314 11.4%

（小計） 15,770,000 21,157,188 34.5%

合　　　計　　　　①＋②　Ｂ 75,330,000 61,280,149 100.0%

保守料 1,000,000 859,614 1.4%

雑費 50,000 30,873 0.1%

図書教育費 30,000 35,098 0.1%

燃料費 800,000 17,528 0.0%

支払手数料 90,000 257,918 0.4%

諸会費 10,000 1,000 0.0%

旅費交通費 10,000 0 0.0%

通信費 160,000 127,820 0.2%

租税公課 900,000 1,000 0.0%

減価償却費 0 861,074 1.4%

支払保険料 40,000 22,650 0.0%

修繕費 400,000 450,736 0.7%

消耗品費 500,000 541,564 0.9%

賃貸料 220,000 207,002 0.3%

衛生費 400,000 673,798 1.1%

水道光熱費 3,550,000 5,601,048 9.1%

広告宣伝費 80,000 0 0.0%

運賃 500,000 278,750 0.5%

福利厚生費 50,000 57,845 0.1%

雑給 6,500,000 8,810,044 14.4%

賞与 0 220,000 0.4%

法定福利費 480,000 1,187,009 1.9%

（小計） 59,560,000 40,122,961 65.5%

給料手当 0 914,817 1.5%

材料費 6,460,000 4,631,599 7.6%

棚卸増減 0 △ 139,563 -0.2% 期首棚卸高　　　　　370,008
期末棚卸高　　　　　509,571

合　　　計　　　　　　　　Ａ 77,000,000 53,519,414 100.0%

商品仕入高 53,100,000 35,630,925 58.1%

収　支　科　目 当初予算額 決　算　額 構成比 備　考

商品売上 77,000,000 53,519,414 100.0%
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（３）出資金

《指定管理業務》

・北秋田市打当温泉マタギの湯

・北秋田市ふるさとセンター（マタギ資料館）

・北秋田市農業者健康管理施設

・北秋田市農林水産物直売・食材供給施設

《その他》

・阿仁熊牧場便益施設管理業務受託

・阿仁熊牧場受付業務受託

・除雪事業受託

実 施 事 業

市関連事業

所 管 部 局 産業部商工観光課

出資法人の概要

名 称 及 び
代 表 者

マタギの里観光開発株式会社　　代表取締役　仲澤　弘昭

所 在 北秋田市阿仁打当字仙北渡道上ミ６７番地

会 社 成 立
年 月 日

平成１０年１月２９日

資本金 ８０，０００，０００円
資 本 金

市　出資額及び出資率 ６６，０００，０００円 ８２．５％

１４． 酒類製造

１５． 遊覧船の経営

１６． 阿仁熊牧場における環境教育プログラム、体験プログラム開発・情報発信事業

１７． 上記各号に付帯関連する一切の業務

９． 各種商品流通情報の収集・処理・販売に関する業務

１０． 建物の維持管理に関する業務

１１． ビル及び駐車場の管理

１２． 広告代理業

１３． 労働者派遣事業法に基づく一般労働者及び特定労働者派遣事業

立案、運営業務

５． 食品、日用品雑貨、スポーツ用品の販売

６． 観光用土産品の製造及び販売

７． 農産物の生産及び農畜産物、水産物の加工

８． 国内旅行の斡旋に関する業務

１． 宿泊温泉施設、食事施設、イベント施設、集会施設、公園施設、蓄養殖施設、観光施設、

植物園、動物園の管理運営業務の受託

２． 飲食店の経営

３． 飲料水、菓子、煙草、水産物、農畜産物、酒類の販売

４． 各種式典、パーティー等イベント、映画、演芸、演劇、コンサート、講演会等の企画、
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（１）貸借対照表（令和５年３月31日現在）
（単位：円）

（２）損益計算書（令和４年４月１日～令和５年３月31日）
（単位：円）

a
b
c(a-b)
d
e(c-d)
f
g
h(e+f-g)
i
j(h-i)
k
l(j-k)

監 査 結 果
・資本金8,000万円のうち市出資金は6,600万円（出資率82.5％）である。

・出資による権利は決算書類に適正に表示されており、また、有価証券の保管も
良好である。

・新型コロナ感染症をはじめとする事業運営の有効性達成を阻害する要因を把握
し、社会経済情勢の変化に対応するため、各種補助金等交付を申請するなど鋭意
努力していると認められるが、依然として経営成績及び財務状況は厳しい状況で
ある。

・定款に定める事業には一部現状と合致しないものがあることから、法人は適
宜、時宜にかなった改正を実施するとともに、所管課は出資者として適切な指導
監督に努めるよう、双方の協議検討が必要である。

・行政財産の目的外使用許可に関し、解釈に齟齬が生じないよう、適正な事務の
執行について確認及び検討の必要があると考える。

税引前当期純利益 △ 6,755,137
法人税、住民税及び事業税 184,035
当期純利益 △ 6,939,172

営業収益 △ 37,676,120
営業外収益 32,870,259
営業外費用 1,940,263
経常収益 △ 6,746,124
特別損失 9,013

科目 金額
売上高 137,242,098

決 算 の 状 況

流動資産 33,631,625

科目 金額 科目 金額
流動負債 15,850,457
固定負債 141,240,000
負債の部合計 157,090,457

売上原価 58,462,271
売上総利益 78,779,827
販売費及び一般管理費 116,455,947

純資産の部
資本金 80,000,000
利益剰余金 △ 160,186,497
純資産の部合計 △ 80,186,497

資産の部合計 76,903,960 負債・純資産の部合計 76,903,960

固定資産 43,272,335

資産の部 負債の部
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